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【前期】
①今年度は7月からの始動となった。夏季休業前に
再度の周知をし、夏季休業中のログインを推奨。
②毎日、教育支援室VLP担当者がログインして掲
示板の更新、都の指導員の方と情報交換等を行い、
操作説明会を依頼する等の協力体制の構築。
③支援室の休み時間にも生徒達には事由にログイ
ンできる環境を整備。

【後期】
①前期の内容②③を継続するとともに、支援室
開室時間に開催されるVLPイベントには指導員と
共に参加。
②校長会、副校長会を通じて、VLPの内容を改め
て周知するとともにアカウント配布希望を募り、自
宅から繋がれる居場所としての活用を促す。

活動・取組み内容活用方針
適日

VLP活用のねらい
○子ども一人一人に合った居場所や学習の機会の
確保（多様な学びの保証）
○社会とつながる場、人とつながる場としての役割
対象生徒・児童
○市内小・中学校の児童・生徒
運営時間
○R6年度スタート時週２日
教育支援室にて指導員が補助して一緒に取り組む

１３：００〜１５：００
2学期より 毎日 ９：００〜１７：００

活用方法
○国立市総合教育センター教育支援室に通室する
児童・生徒全員と学校内においてVLPを希望する児
童・生徒に向けてアカウントを配布
○不登校傾向が強くなった児童に学校からアカウン
ト配布
○教育支援室または家庭からログインして都の指導
員の方と交流、また、長期休業中の居場所に

●国立市「国立市バーチャルラーニング『ぷらっと』フォーム」
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

児童・
生徒

・夏休みにしばらく毎日入ってみた。さくら（教
育支援室）がお休みだったが、VLPの指導員
さんと話したりできてとても嬉しかった。

（中学生）
・久しぶりにやると操作を忘れて、動かし方が難
しかった。

・跳んだりはねたりして板に乗ったのが楽しかった。
またやってみたい。（小学生）

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

○一人一人に合った居場所や学びの機会の一助となった。
○児童・生徒の得意分野を伸ばす機会になった。
○教育支援室に通室する児童・生徒にアカウント配布をしたが、各
校の不登校児童・生徒にもニーズがあり、「誰ともつながらない」対
策へつながってく可能性がある。
○各校へアカウントを配布することで、管理職や教員への情報の共
有をすることができた。また、学校からもバーチャル空間へ入室し、
知ってもらうきっかけとなった。

○市の予算措置が難しいため、使用に関して料金が発生する場合
は今年度での終了とする。

○もし、無料で参加できるような場所が設置される場合は教育支
援室、各学校にアカウントを割り振り、それぞれで管理し児童・生
徒が活用できるよう取り組む。

利用者の声

・たまたま教育支援室を体験にきた生徒が複数い
たため、急遽都の支援員の方にお願いして操作説
明会を開催していただいた。いつも急なお願いに快
く応じていただき感謝している。
・イベントについては少し対象が絞れるよう、想定し
ている学年を知らせてくれるとよかった（指導員向
けに事前にもう少し詳しい内容を知らせてもらうとよ
かった。
・チャットログを確認することで、都の指導員の皆さ
んと夏季休業中ログインした生徒がどのように会話
しているかも確認できて、こちらで知ることのできない
生徒の一面を知ることができた。

●国立市「国立市バーチャルラーニング『ぷらっと』フォーム」
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●国立市「国立市バーチャルラーニング『ぷらっと』フォーム」

生徒に操作方法を説明す
るための掲示板資料

主担当の指導員が
顔出し解説！
（資料の表紙）

VLP体験会終
了後の記念
撮影

日々更新する
掲示板


